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＜連絡事項＞

・結核健康診断結果について

10/5（水）に実施した結核健康診断の結果について10/13保健所より青風荘に連絡がありました。10/5の健康診断にはデイナイトケア利用者3名、青陽館スタッフ6名実施しています。

＜10/5健康診断結果＞

長瀬紘一郎様⇒陽性

小嶋彩香（心理スタッフ）⇒±2名とも、現在のところ結核症状は出ていません。
追加の検査については、他対象者の血液検査結果にて判断するとのことで、実施の有無や日程は未定です。結核症状が出た場合は、早急に内科受診し検査を受け、治療を行うようにとの指導です。

＜1回目健康診断予定（残り）＞

10/26　デイナイト利用者4名、青陽館スタッフ6名

11/2、11/16　青風荘入所者19名、青風荘スタッフ4名

咳嗽、倦怠感など、結核症状の観察を行い、症状がみられた際は早急に対応していきます。

・青山荘の体系移動のため、10月27日13時から外来・通所カンファレンスの時間を利用し説明がありますので、参加するようにしてください。
＜本日外来通院患者様＞

・沢田　三郎様～退院後デイケアを利用されずにおり、本日も医事へデイケアは休むと話されたのみで、本人様からデイケアへの連絡はないとのこと。今後受診時にはPSWや外来スタッフが話を聞き対応していきます。また必要であれば、デイケアへも連絡し本人様とデイケアに利用について話あっていきます。

・田名部　一樹様～２４歳に入院したことを機に運転はしていないが、今回気晴らしに運転を再開したとのこと。近距離であり短時間、必ず親が同乗の条件で許可がもらえればとのこと。医師からは、病気の認知面への影響がどの程度か判断が難しいこと。（運転中の注意、集中、持続力、状況の理解・判断から迅速な操作行動がとれるかどうか、急に予測～危険回避行動がとれるかどうかなど）説明があり、可能なら教習所で練習し教官に上記能力を判断してもらったほうがいいこと伝えています。そのため必要であればご家族も受診して頂いて、医師より説明もするとのこと。

＜栄養指導＞

・小坂　君子様～テレビを見ていて女の子が相撲をやっていたのをみて、やせさせなさいとエコーが入ってきたと話されている。ほぼバランスのいい食事はできているが、大豆に偏っている様子があるため、バランスよく摂るよう伝えている。カロリーは気にしているが、間食は甘いものが中心で、プルーンを1日８個食べないと便がでない、薬は効かないと話されている。BMIも標準で運動もできている様子であるので、間食について今後指導していく。

・平　京子様～栄養指導が開始となり初日であるため、嗜好品調査と脂質異常症食のリーフレッ
トを渡している。油を使っている食品を多く食べているが、本人様は自覚してい
ない。１日２品野菜をとるように伝え、徐々に油が多い食品が多いことを自覚で
きるようにしていく。

＜カウンセリング＞

・藤井　純子様～父の具合いが悪く、ほとんど父親に付き添う２週間だったが、せん妄の父をみていると「親父を殺して自分もいなくなったほうがいいのでは」という考えしか浮かばず、自身も風邪を引いたこともあって、４日間ほど休んでいた。「どうせ死ぬんなら何かオマケがあったほうがいいでしょう」「もともとプライドの高い人だから、そんな（せん妄）の状態で生きててつらいんじゃないかなぁって」等、独りよがりで滅裂な発言が聞かれる。今後２週間の予定を確認すると、親父がらみの予定のほかに、日曜にライブへ行くこと、再来週には検診を受けることを話されている。受付にあるポスターをみて観に行きたいなど話されている。

＜四戸冷子様の今後の対応について＞

・現在毎月採血を実施しているが、検査結果は悪化状態であり、特にALP55084U/L、CRP12.8（6

＋）である。今後の対応について再確認している。可能な限り現状の生活を維持するが、青風

荘での対応が困難と判断された場合には入院加療を検討する。入院加療については、本人様の

特性として難聴があるため、本人様の特性・現在までの経過を把握し、治療環境を提供できる

当院での治療を優先する方向で検討していく。しかし症状の進行により当院で対応不可能とな

ることも充分予想される為、状態悪化時の家族の意向を現在の段階で確認し、家族の意向に沿った対応を行っていくこととする。八戸市立市民病院でも受け入れはして頂けるとのこと。

